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加盟園の皆様からのご紹介をお待ちしています。

ぜひ県連事務局へご連絡下さい。

賛助会員を広く募集します

新規賛助会員NEW

〒105-8301 東京都港区東新橋1丁目5番1号 パナソニック東京汐留ビル20F Tel.03-6218-1426

パナソニック株式会社 エレクトリックワークス社
取扱：電気設備

〒247-0011 横浜市栄区元大橋1-16-12 コモンビレッジ港南台Ⅱ-101 Tel.045-895-2490

株式会社サンワールド 神奈川支店
取扱：卸小売業

電話・ホームページから事務局へ

申し込みください。

TEL.045-440-3210
http://www.shinshiyou.com

相談の申し込み

教育相談員

鈴 木 敦 子 先生
（臨床発達心理士）

教育相談 相談の申し込み

１月
２月
３月
４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月
計

2
5
1
2
2
0
0
1
2
12
3
1
31

0
0
0
0
0
1
1
0
2
7
2
1
14

0
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0
0
0
3
0
0
3
0
0
0
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1

2

2
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1

1

7

19

5

2
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電話 面談 出張 計

令和6年　教育相談件数

かくれんぼができない！
　皆さまの幼稚園にかくれんぼができない子はいますか。頭隠し

て尻隠さずで隠れるのが難しい子はいるかもしれません。でもこ

の子は鬼で探す役目です。そして途方に暮れて担任に助けを求め

ます。「誰から探せばいいの？」そ

こで担任の先生は「じゃあＡ子ち

ゃんから探したら」とアドバイス

します。するとＢ子ちゃんが目に

入ってもスルーしてしまいました。

さてこの子は何につまずいている

のでしょうか。おそらく「複数情

報の処理」と「想像力の問題」が

あると思われます。クラスメイト

の誰を探せばいいのかわからない（全

員探すのですが）、かくれんぼの仕

組みを思い描くことができない。

この点が弱いのでしょう。「不思議

ちゃん」ではなく困っているのです。

〒220-0012

横浜市西区みなとみらい4丁目4番2号

横浜ブルーアベニュー２階

TEL.045-671-9654

法律相談 R&G横浜法律事務所

学校法人のガバナンス
　前回に引き続き重要な私学法の改正についてですが、令和５年

５月８日に改正法が公布され、関連政省令とともに令和７年４月

１日からいよいよ施行されます。日本の公教育を担う私立学校が

社会の信頼を得て一層発展していくためには、社会の要請に応え

る実効性のあるガバナンス改革の推進が不可欠であることは言う

までもありませんが、ガバナンスは組織体の自治の問題ですので、

具体的にどのような制度設計を行うかは

一律ではありません。私学法は株式会社

のガバナンスを参考にしている部分が多

いのですが、私立学校にはそれぞれに建

学の精神や理念等があるはずですので、

それに合わせたベスト・プラクティスを

模索していくことが中長期的には重要に

なってくると考えます。

15

10

7

3

6

41

労 務

経 営

保護者

事 故

その他

合 計

相 

談 

内 

容

令和6年 法律相談件数

県連窓口担当

西 村 将 樹 弁護士

「
待
機
児
童
解
消
」か
ら「
保
育
の
質
向
上
」へ

公益社団法人

神奈川県私立幼稚園連合会

会　長

　
令
和
６
年
度
に
掲
げ
て
い
た
規
程
の
改
定
や
組
織
の
再

構
築
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
会
議
や
委
員
会
の
運
営
も
徐
々
に
進
み
始
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
よ
う
ち
え
ん
会
館
も
取
得
後
15
年
を
超
え
、

積
立
て
て
き
た
資
金
を
基
に
設
備
更
新
工
事
も
令
和
６
年

度
末
ま
で
に
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　
令
和
７
年
度
は
第
39
回
全
日
私
幼
連
関
東
地
区
代
表
者

協
議
会
が
横
須
賀
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
協
議
会
は

年
に
一
度
各
県
の
行
政
官
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
各
県

の
私
立
幼
稚
園
に
対
す
る
様
々
な
補
助
制
度
・
施
策
に
つ

い
て
情
報
交
換
を
す
る
会
議
で
す
。
以
前
は
私
学
助
成
園

向
け
の
経
常
費
補
助
金
の
話
が
中
心
で
し
た
が
、
現
在
は

認
定
こ
ど
も
園
や
施
設
型
給
付
の
幼
稚
園
に
移
行
す
る
園

が
増
え
て
い
て
、
私
学
助
成
園
が
ほ
と
ん
ど
な
い
県
も
あ

り
、
各
県
の
私
学
担
当
部
門
の
行
政
官
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
意
義
を
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
神
奈
川
県
は
新
制
度
へ
の
移
行
園
は
増
え
て
い
て
も
、

県
内
の
４
割
の
園
が
私
学
助
成
園
で
す
の
で
、
経
常
費
補

助
金
の
さ
ら
な
る
充
実
は
今
後
も
引
き
続
き
訴
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
協
議
会
は
県
連
加
盟
園
の
皆
様
に
ご

参
加
い
た
だ
く
会
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
学
助
成
制

度
と
新
制
度
の
充
実
は
共
に
大
切
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
県

連
が
取
組
む
事
業
に
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
全
国
の
自
治
体
・
園
で
試
行
的
に
実
施
し
て
き
た
「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
の
本
格

実
施
に
向
け
て
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

預
か
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、
保
護
者
と
と
も
に

「
こ
ど
も
の
育
ち
」
を
支
え
て
い
く
た
め
の
通
園
制
度
で

あ
り
、
幼
稚
園
が
地
域
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
子
ど
も
達
の

「
育
ち
の
拠
点
」
と
な
る
制
度
だ
と
言
え
ま
す
。
子
ど
も

に
と
っ
て
は
、
集
団
生
活
体
験
や
、
多
く
の
刺
激
や
友
だ

ち
に
接
す
る
機
会
で

あ
り
、
先
生
と
の
ふ
れ
あ

い
を
通
し
て
新
た
な
居
場
所
の
保
障
に
つ
な
が
り
ま
す
。

保
護
者
に
と
っ
て
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
休
憩
を
通
し
て
育

児
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
で
き
、
ま
た
専
門
職
へ
の
育
児
相
談

も
で
き
る
場
で
も
あ
り
、
親
同
士
の
つ
な
が
り
を
築
く
こ

と
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
保
育
者
に
と
っ
て
は
さ
ら

な
る
業
務
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
少
子
化
に
よ
る

園
児
減
少
の
現
実
を
鑑
み
る
と
、
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も

園
の
豊
か
な
環
境
を
活
用
し
、
地
域
の
子
育
て
の
「
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
し
て
大
き
な
存
在
感
を
発
揮
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
園
児
減
少
に
よ
る
県
連
の
収
支
状
況

の
悪
化
に
よ
り
会
費
の
増
額
を
お
願
い
し
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
公
益
法
人
化

し
て
初
の
大
規
模
な
組
織
改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
む
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。
令

和
７
年
４
月
１
日
か
ら
改
正
公
益
法
人
法
が
施
行
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
収
支
均
衡
が
５
年
間
と
な
り
、

収
益
事
業
や
公
益
目
的
事
業
に
関
す
る
行
政
手
続
き

が
簡
素
化
さ
れ
て
、
長
期
的
な
計
画
に
基
づ
く
事
業

展
開
や
社
会
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
事
業
変
更
・
新
規
事

業
の
開
始
な
ど
柔
軟
な
経
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
が
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
の
た
め
、
外
部
理
事
・

外
部
監
事
の
登
用
や
透
明
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
令
和
８
年
度
は
役
員
改
選
の
年
と
な
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
１
年
間
で
組
織
改
革
・
事
業

見
直
し
の
効
果
も
検
証
し
つ
つ
、
改
正
公
益
法
人
法

に
対
応
し
た
役
員
改
選
作
業
の
準
備
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
園
児
減
少
の
速
度
は
一
向
に
衰
え
ず
、
さ
ら
に

深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
の
神
奈
川

県
内
の
園
児
数
は
、
逗
葉
を
除
く
全
て
の
地
区
協
会
で
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
か
ら
の
予
想
は
約
７

万
１
千
人
で
令
和
４
年
度
か
ら
の
過
去
３
年
間
で
毎
年
約

５
千
～
６
千
人
ず
つ
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
家
庭
庁
が
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
れ
ま
で
の
「
待
機

児
童
解
消
」
か
ら
「
保
育
の
質
向
上
」
に
国
は
政
策
転

換
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
様
々
な
教
育
・
保
育
分

野
で
「
無
償
化
」
が
叫
ば
れ
、
選
挙
の
争
点
に
な
り
、
自

治
体
間
競
争
の
様
相
を
呈
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
無
償
化

メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
方
が
い
る
一
方
で
、
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
に
伴
う
１
号
認
定
保
育
料
の
公
定
価
格

２
５
、７
０
０
円
（
10
年
以
上
前
の
経
営
実
態
調
査
を
基

に
算
出
さ
れ
た
数
字
）
は
、
永
ら
く
変
更
さ
れ
ず
据
え
置

き
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
類
型
に
よ
っ
て
、
処

遇
改
善
加
算
が
届
く
園
、
届
か
な
い
園
が
あ
る
中
で
、
人

件
費
上
昇
・
物
価
高
騰
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
も
園
児

一
人
当
た
り
の
公
定
価
格
の
ア
ッ
プ
は
、
す
べ
て
の
園
に

と
っ
て
必
要
な
最
重
点
課
題
と
し
て
今
後
も
引
き
続
き
議

会
・
行
政
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

INDEX

「
待
機
児
童
解
消
」か
ら「
保
育
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質
向
上
」へ

法律相談／教育相談／新規賛助会員

研修会報告

ケンタガーデン○23

2-3

4-5
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7
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令和6年度102条園研修会

「私立学校検査の基本」について

委員会紹介
広報委員会／収支改善委員会

令和6年度 教育経営研修会

令和７年度 私学振興予算（案）の概要について

研究研修部　活動報告
●令和6年度からの新事業『リーダー育成塾』の活動報告

●オンデマンド研修講座について

●共催活動　多文化対応力向上研修

　　　　　　学校安全実践力向上“出前”講座
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２
月
１
日
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
ヨ
コ
ハ
マ
に
て

教
育
経
営
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

80
名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
、
熱
気
の
あ
ふ
れ
る

会
場
で
し
た
。

　
今
年
度
は
、
第
１
部
に
全
日
本
私
立
幼
稚

園
連
合
会
政
策
委
員
長
で
マ
ハ
ヤ
ナ
幼
稚
園
の

石
田
明
義
先
生
を
お
招
き
し
、
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
や
国
の
動
向
に
つ
い
て
お
話
を
頂
き
ま
し

た
。
多
く
の
資
料
を
ご
用
意
い
た
だ
き
、
10
年
以

上
金
額
の
変
わ
ら
な
い
公
定
価
格
、
無
償
化
額
等

様
々
な
方
面
か
ら
詳
し
く
説
明
が
あ
り
、
今
後
の

私
た
ち
に
と
っ
て
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
２
部
と
し
て
、
青
山
社
中
の
村
上
正
史
氏
を

中
心
に
「
Ａ
Ｉ
が
世
界
を
根
底
か
ら
変
え
る
～
幼

児
教
育
は
Ａ
Ｉ
と
ど
う
向
き
合
う
か
～
」
に
つ
い

て
、
事
例
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
た
幼
児
教
育

で
の
Ａ
Ｉ
の
活
用
か
ら
、
Ａ
Ｉ
時
代
に
求
め
ら
れ

る
教
育
の
あ
り
方
ま
で
を
お
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
普
段
お
感
じ
の
教
育
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
関
す
る
率
直
な
問
題
意
識
に
関
す
る
こ
と
や
、

Ａ
Ｉ
と
人
間
の
関
わ
り
な
ど
多
角
的
な
質
問
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
の
方
に
は
意
見
交
換
会
に
も
ご
参
加
い
た

だ
き
、
盛
会
に
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　令和７年度の私学振興予算（案）について、２月10日（月）ようちえん会館会議室にて、県庁

より福祉子どもみらい局山田私学振興課長、深石次世代育成課長がお見えになり、説明があ

りました。

　令和７年度予算は、「ともに生きる」をテーマとしており、私学振興予算総額は約698億5,300

万円となっています。幼稚園関連予算としては、経常費補助が前年度比6.8％増の１人当たり

238,277円で国基準単価1.7％を２％上回る増加となりました。特別補助を含んではいますが、

神奈川県として私学振興への矜持を感じるものでありました。

　また、今年度２月補正予算で私立学校物価高騰対策費として約1億1,000万円が用意されま

した。新規事業は、私立幼稚園医療的ケア看護職員配置事業費補助として約2,100万円が計上

され、緊急環境整備費補助が約8,000万円、ITC 化支援補助が約1億2,400万円となりました。

　満３歳児受入れ実施園に対する加算は、受入れ実施園１園244,000円と4,000円の増加、更に

新規で、受入れ人数に応じた加算が１名につき33,000円（前年度受入実績で計算）、預かり保

育を実施する幼稚園等への補助が、休業日の人数で増額されました。

　今後とも皆さま方、県当局関連部署のご協力を賜り、県下の教育力向上に資する予算付けを

広く訴えかけて行きたいと思います。

令和７年度当初予算（案） 私学振興費等の概要 （私立幼稚園関係抜粋）

事　　　　業

【私学振興課】

経常費補助（一般）

　　　内　預かり保育推進費（特別）

　　　内　地域開放推進費（特別）

私立幼稚園特別支援教育費補助

私立幼稚園医療的ケア看護職
員配置事業費補助

私立幼稚園移行準備費補助

私立幼稚園園務標準化支援事業費補助

私立幼稚園緊急環境整備費補助

私立幼稚園 I CT化支援補助 

幼稚園教員復帰支援事業費

私学団体助成費

私立幼稚園等子ども・子育て支援機能

向上事業費補助★

私立学校防犯対策強化事業費補助★

【次世代育成課】

保育士の宿舎家賃等への補助

保育補助者の活用促進

「手ぶらで保育」の推進★

令和７年度
（千円）

6,691,362

248,022

116,800

1,929,032

20,596

3,509

25,312

80,032

123,700

1,727

6,400

60,000

100,000

5,028

600

470,000

対前年度比
（％）

88.0

93.5

93.1

105.7

皆増

132.1

106.6

103.7

116.9

100.0

100.0

100.0

100.0

皆増

皆増

141.5

幼 稚 園 関 係 摘 要

園児単価:国の基準単価 202,821円　
　県の割戻額（特別補助、処遇改善分含む） 238,277円　
　前年度比較 15,175円増
 
補助対象園数の減 160園→137園(23園減)

補助対象園数の減 191園→178園(13園減)

補助対象園児数の増 2,604人(153人増)
(新制度移行園含む)

安全な医療的ケアの実施体制を確保するため、看護職
員等を配置する私立幼稚園に対して補助

認定こども園等への移行にかかる業務負担軽減の費用補助

幼稚園業務の負担軽減のための支援システムの推進

幼児教育の質向上を図るため、遊具等を整備する私立
幼稚園及び認定こども園に対して補助

幼児教育の質向上を図るため、ICT化を進める私立幼
稚園及び認定こども園に対して補助

県単独事業

私学４団体の研修事業等に助成（当連合会分：223万円）

子育て世代の孤独・孤立を防ぐため、未就学園児を持
つ保護者やその子どもが交流・相談できる場としての、
地域開放等を行う私立幼稚園等に対して補助

私立学校に通う子どもたちの安全を確保するため、防
犯対策として施設整備を行う私立学校に対して補助

国の補助期間を超えて、保育所・幼保連携型認定こど
も園が借り上げた保育士の宿舎の家賃(借上代)を支
援する市町村に対して補助

保育士等の負担軽減に向けて、保育補助者の活用を促
進するため、私立幼稚園等と一般の学生やシニア等と
のマッチングを行い、保育士等の業務を体験・実習す
る「キッズサポーター」として派遣する

保護者及び保育士双方の負担を減らすため、お昼寝用
コットやおむつ保管庫等を整備する幼稚園等を支援
する市町村に対する補助

NEW

NEW

NEW

★「子ども・子育て基金」を利用

令和７年度　私学振興予算（案）の概要について
　
Ａ
Ｉ
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
幼
児
教
育
の
現

場
で
の
活
用
が
大
き
く
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
「
５
歳
児
が
楽
し
め

る
遊
び
」
を
尋
ね
れ
ば
、
新
聞
紙
を
丸
め
て
ス
ト

ー
ン
を
作
る
〝
カ
ー
リ
ン
グ
遊
び
〟
な
ど
が
即
座

に
提
案
さ
れ
、
塗
り
絵
や
劇
の
台
本
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
ソ
ン
グ
ま
で
短
時
間
で
作
成
で
き
ま
す
。
一
方

で
、
Ａ
Ｉ
は
膨
大
な
デ
ー
タ
の
パ
タ
ー
ン
を
確
率

的
に
導
き
出
し
て
い
る
だ
け
で
、
倫
理
観
や
文
脈

の
正
確
な
理
解
が
苦
手
で
す
。
つ
ま
り
、
子
ど
も

た
ち
の
感
情
や
主
体
性
、
創
造
力
を

真
に
育
む
に
は
、
教
師
が
し
っ
か
り
と

〝
人
間
な
ら
で
は
〟
の
部
分
を
支
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
こ
で
参
考
に
な
る
の
が
、
経
済
学
に
お
け
る

「
条
件
制
約
付
き
効
用
最
大
化
」
と
い
う
考
え
方

で
す
。
こ
れ
は
、
限
ら
れ
た
予
算
や
条
件
の
も
と

で
最
大
限
の
満
足
を
得
よ
う
と
す
る
理
論
で
す
。

決
め
ら
れ
た
条
件
下
で
満
足
度
を
高
め
よ
う
と
試

行
錯
誤
す
る
過
程
が
、
人
間
の
思
考
力
や
創
意
工

夫
を
生
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
幼
児
教
育
に
お
い
て
も
、

「
あ
え
て
Ａ
Ｉ
を
使
わ
な
い
」「
使

う
時
間
や
内
容
を
絞
る
」
と
い

っ
た
意
図
的
な
制
約
を
設
け
る

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
考
え
、
問
い
を

立
て
る
体
験
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
何
で

も
す
ぐ
に
動
画
や
Ａ
Ｉ
が
教
え
て
く
れ
る
環
境
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
主
体
性
が
奪
わ
れ
か
ね
ま
せ

ん
が
、
必
要
な
場
面
で
上
手
に
取
り
入
れ
れ
ば
、

新
た
な
発
見
や
学
び
の
幅
を
広
げ
る
道
具
と
し
て

機
能
し
ま
す
。

　
大
切
な
の
は
、
Ａ
Ｉ
を
〝
万
能
の
先
生
〟
で
は

な
く
〝
も
う
一
つ
の
道
具
〟
と
し
て
位
置
付
け
る

こ
と
で
す
。
掃
除
機
な
ど
と
同
じ
「
道
具
」
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
共
感
力
、
発
想
力

を
育
む
た
め
に
は
、
や
は
り
人
間
同
士
の
対
話
や

体
験
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
制
約
と
活
用
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
な
り
の

問
い
を
立
て
、
試
行
錯
誤
す
る
機
会
を
意
図
的
に

生
み
出
す
こ
と
。
こ
う
し
た
実
践
が
、
Ａ
Ｉ
時
代

な
ら
で
は
の
幼
児
教
育
の
可
能
性
を
大
き
く
広
げ

ま
す
。
と
に
か
く
Ａ
Ｉ
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
文
責
　
振
興
部
　
永
保
貴
章
）

　
幼
児
教
育
・
保
育
の
現
場
は
、
少
子
化
、
地
方

の
衰
退
、
最
低
賃
金
の
上
昇
な
ど
、
厳
し
い
経
営

環
境
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
私
学
助
成
園

へ
の
経
常
費
補
助
金
は
、
最
低
賃
金
の
上
昇
に
追

い
つ
い
て
お
ら
ず
、
教
職
員
の
給
与
水
準
は
他
産

業
と
比
較
し
て
低
い
水
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。
全

国
的
な
補
助
金
の
水
準
の
引
き
上
げ
が
不
可
欠
で

す
。

　
文
部
科
学
省
は
、
新
制
度
と
同
様
の
新
た
な
処

遇
改
善
策
を
創
設
し
ま
し
た
が
、
私
学
助
成
の
原

則
と
し
て
１
／
２
補
助
と
な
る
た
め
、
半
分
は
園

が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
新
制
度
に
移
行
し
た
園
の
公
定
価
格
に
お
け
る

基
本
分
単
価
の
実
質
的
な
減
少
は
、
園
の
経
営
を

圧
迫
し
て
い
ま
す
。
人
件
費
分
を
公
定

価
格
か
ら
切
り
離
す
な
ど
の
改
善
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
給
付
制
度
に
移
行
す
る
「
こ
ど
も

誰
で
も
通
園
制
度
」
は
、
保
育
現
場
の
負
担
増
、

人
手
不
足
の
加
速
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
障
害
を
持
つ

子
ど
も
へ
の
対
応
な
ど
、
課
題
も
多
く
、
慎
重
な

推
進
が
必
要
で
す
。

　
保
育
の
11
時
間
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

の
最
善
の
利
益
を
考
慮
し
、
保
育
の
質
を
重
視
す

べ
き
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
海
外
の
事

例
や
愛
着
形
成
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
乳
幼
児
期

に
親
か
ら
引
き
離
し
て
集
団
で
育
て
る
こ
と
や
、

質
を
伴
わ
な
い
無
償
化
の
影
響
を
十
分
に
考
慮
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
少
子
化
対
策
と
し
て
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
例
の
よ
う
に
、
子
ど

も
を
産
む
ほ
ど
経
済
的
な
恩
恵

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
、
異
次

元
の
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
保
育
人
材
不
足
に
つ
い
て
、
派
遣
の
問
題
は
深

刻
で
す
。
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
派
遣
を

認
め
て
い
る
こ
と
が
保
育
の
質
を
低
下
さ
せ
る
要

因
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
人
間
な
ら
で
は
の
思
考
力
を
育

む
こ
と
の
重
要
性
を
提
言
し
て
お
り
、
Ａ
Ｉ
時
代

に
お
け
る
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
パ
ー
パ
ス
と
は
、
企
業
の
存
在
意
義
を
示
す
も

の
で
す
。
建
学
の
精
神
や
園
の
方
針
、
園
長
先
生

の
考
え
を
明
確
に
し
、
そ
れ
を
職
員
一
人
ひ
と
り

が
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
、
生
き
が
い
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
最
後
に
、「
変
わ
ら
な
い
た
め
に
変
わ
り
続
け

る
こ
と
」
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
、
倉
橋
惣
三
の

言
葉
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
建
学
の
精
神
は
変
え
ず

に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
、
パ
ー
パ
ス
を
作
る
な

ど
今
の
時
代
に
合
わ
せ
て
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ

と
を
怠
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
全
国
各
地
で
「
私
学
の
灯
を
消
さ
な
い
で
ほ
し

い
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。
私
学
の
建
学
の
精
神
に

は
、
創
設
者
の
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

絶
対
に
消
さ
な
い
で
ほ
し
い
と
、
全
日
と
し
て
も

訴
え
て
い
ま
す
。

(

文
責
　
財
務
部
　
次
長
　

原
一
久)

講
師
　
村 

上 

正 

史 

氏

講演Ⅱ

Ａ
Ｉ
が
世
界
を
根
底
か
ら
変
え
る
～
幼
児
教
育
は
Ａ
Ｉ
と
ど
う
向
き
合
う
か
～

青
山
社
中
株
式
会
社
　
執
行
役
員

講
師
　
石 

田 

明 

義 

先
生

講演Ⅰ

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
や
幼
児
教
育
・
保
育
制
度
等
の
最
新
情
報

全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
　
政
策
委
員
会
　
委
員
長

学
校
法
人
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園
　
理
事
長
　
マ
ハ
ヤ
ナ
幼
稚
園
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
保
育
園
　
園
長

令
和
６
年
度 

教
育
経
営
研
修
会

令
和
６
年
度 

教
育
経
営
研
修
会



Shin-Shi-You Vol.225会 報 神私幼2025年3月1日

45

45名 1/27（月）学校安全実践力向上“出前”講座 ようちえん会館
慶應義塾大学環境情報学部 准教授

                             大木　聖子 先生
未就学児への防災教育
ー防災を通したチーム作りー

32名 2/ 6（木）リーダー育成塾 ようちえん会館
玉川大学教育学部教育学科 教授

                             田澤　里喜 先生
保育の質向上と組織マネジメント
～職員の多様性を尊重し学び合う組織をつくる～

88名 2/19（水）新規採用教員研修会　第5回 ようちえん会館
玉川大学教育学部乳幼児発達学科 教授

                             若月　芳浩 先生
新任としての1年を振り返って
～子どもに寄り添う保育者の役割～

申込

29名
 1/30（木）102条園研修会 ようちえん会館

前半　私学振興課検査分析グループ担当

後半　名瀬幼稚園 園長     近藤　康弘 先生
私立学校検査　基本のキ

研 修 会 報 告

開催日 研　修　名 会　　場 講　　　　　　師 テ　　ー　　マ 参加者数

研究研修部主催 振興部主催

オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
講
座
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
か
ら
の
新
事
業 

『
リ
ー
ダ
ー
育
成
塾
』
の
活
動
報
告

令
和
６
年
度
は
他
団
体
と
の
共
催
で
研
修
会
を
設
け
る
機
会
を
い
た
だ
き
、

多
数
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

多
文
化
対
応
力
向
上
研
修

幼
稚
園
で「
違
い
」を
楽
し
む
！

多
文
化
を
受
け
入
れ
る
た
め
に

　
み
な
さ
ん
の
園
に
は
外
国
籍
の
お
子
様
は
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？
　
子
ど
も
の

数
は
減
少
傾
向
で
す
が
、
実
は
神
奈
川
県
の
外

国
籍
の
方
の
人
口
は
増
え
て
い
ま
す
。

　
本
研
修
は
、
公
益
財
団
法
人
か
な
が
わ
国
際

交
流
財
団
と
の
共
催
で
、
多
文
化
共
生
グ
ル
ー

プ
の
福
田
久
美
子
先
生
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
修

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
外
国
の
方
は
「
水

筒
は
お
茶
で
お
願
い
し
ま
す
」
と
園
か
ら
言
わ

れ
る
と
混
乱
す
る
方
が
い
る
そ
う
で
す
。
外
国

で
は
お
茶
＝
甘
い
飲
み
物
・
カ
フ
ェ
イ
ン
入
り

テ
ィ
ー
を
指
す
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。
園
側

も
「
日
本
語
が
話
せ
な
い
外
国
人
の
方
を
保
護

者
会
に
呼
ぶ
べ
き
か
」
悩
む
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ

う
で
す
。
研
修
で
は
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、

笑
顔
や
声
か
け
、
絵
カ
ー
ド
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

が
大
き
な
助
け
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
、
多
言

語
ダ
イ
ヤ
ル
を
使
え
ば
大
事
な
こ
と
も
ス
ム
ー

ズ
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
す
ぐ
で
き
る
」
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
共

有
さ
れ
、
参
加
者
は
園
全
体
で
「
違
い
を
尊
重

し
、
共
に
学
ぶ
」
姿
勢
の
重
要
性
を
知
り
ま
し
た
。

文
化
の
違
い
が

楽
し
み
の
一
つ

に
な
り
、
多
文

化
を
受
け
入
れ

る
園
が
増
え
る

と
い
い
で
す
ね
。

 

学
校
安
全
実
践
力
向
上
〝
出
前
〟
講
座

そ
の
避
難
訓
練
、

形
骸
化
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
慶
應
義
塾
大
学
・

大
木
聖
子
准
教
授

に
よ
る
研
修
で
は
、

未
就
学
児
へ
の
防

災
教
育
の
重
要
性

が
議
論
さ
れ
ま
し

た
。
地
震
の
多
い

日
本
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
「
生
き

る
力
＝
命
を
守
る
力
」
を
育
む
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
研
修
で
は
、
単
な
る
知
識
の
伝
達
で
は
な
く
、

子
ど
も
や
職
員
が
主
体
的
に
行
動
で
き
る
防
災

訓
練
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
緊
急
地
震
速
報
の

音
を
活
用
し
た
訓
練
や
「
命
を
守
る
３
つ
の
ポ

ー
ズ
」
を
通
じ
て
、
地
震
時
に
何
を
す
べ
き
か

学
び
ま
す
。
ま
た
、
停
電
に
な
る
と
避
難
放
送

は
使
え
ま
せ
ん
し
、
余
震
や
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る

子
ど
も
、
最
後
に
帰
宅
困
難
者
の
保
護
者
の
こ

と
な
ど
を
考
え
る
と
、
今
ま
で
の
外
に
逃
げ
る

だ
け
の
避
難
訓
練
で
は
不
十
分
で
す
。
過
去
の

大
地
震
の
教
訓
を
取
り
入
れ
常
に
避
難
訓
練
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
組
織
作
り
が
、
災
害

時
の
保
育
に
は
必
要
で
す
。
防
災
教
育
は
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
取
り
組
み
。
日
々
の

保
育
や
家
庭
で
も
防
災
の
工
夫
を
取
り
入
れ
て

み
ま
し
ょ
う
！

（
文
責
　
研
究
研
修
部
　
次
長
　
古
木
大
悟
）

　
今
年
度
よ
り
開
講
い
た
し
ま
し
た
「
リ
ー
ダ
ー

育
成
塾
」。
私
学
経
営
・
保
育
の
両
面
に
精
通
し

た
真
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的
と
し
て
始
動
し
、

会
費
制
、
言
わ
ば
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
特
別

な
学
び
の
場
の
初
年
度
が
２
月
６
日
の
最
終
回
を

持
っ
て
無
事
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ

に
リ
ー
ダ
ー
育
成
塾
の
１
年
を
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

第
１
回
　
６
月
10
日（
月
）

　
現
在
は
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
工
藤
勇
一
先
生
を
講
師
に
、
リ
モ
ー
ト

講
演
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
我
が
国
の
教
育
の

現
状
や
課
題
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
経
験
や
グ
ロ

ー
バ
ル
な
情
報
を
基
に
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
詳
細
は
神
私
幼
２
２
３
号
の
研
究
研
修
部
次
長

後
藤
先
生
の
活
動
報
告
に
記
載
）

第
２
回
　
７
月
１
日（
月
）

　「
こ
こ
か
ら
が
、
皆
で
つ
く
る
い
い
時
間
」
と

題
し
て
、
参
加
者
に
よ
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
時

間
と
い
た
し
ま
し
た
。
工
藤
先
生
に
お
示
し
て
い

た
だ
い
た
「
私
た
ち
が
勘
違
い
し
て
き
た
日
本
特

有
の
問
題
」
に
つ
い
て
、
主
体
性
と
当
事
者
意
識

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
語
り
合
い
、
第
３
回
、
工
藤
先

生
と
の
対
面
研
修
会
に
向
け
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

第
３
回
　
９
月
３
日（
火
）

　
第
１
回
の
リ
モ
ー
ト
講
演
を
経
て
、
工
藤
勇
一

先
生
と
の
対
面
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
第
３
回
。

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
よ
り
抽
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と

に
ご
講
演
い
た
だ
き
、
幼
児
教
育
の
「
変
わ
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
理
由
」、「
変
革
の
具
体
的
な
方

法
」、「
対
立
を
対
話
的
に
乗
り
越
え
て
い
く
と
は
」

等
具
体
的
な
内
容
に
、
筆
者
は
深
い
感
銘
を
受
け

た
だ
静
か
に
余
韻
に
浸
る
ば
か
り
で
し
た
。

第
４
回
　
11
月
６
日（
水
）

　
洗
足
こ
ど
も
短
期
大
学
の
井
上
眞
理
子
先
生
を

お
迎
え
し
て
、「
保
育
の
質
向
上
と
組
織
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

職
員
の
多
様
性
を
尊
重
し
学
び
合
う
組
織
づ
く
り
、

専
門
職
者
の
成
長
に
不
可
欠
なR

e
fle

c
tio

n

（
振

り
返
り
）、
人
の
能
力
・
資
質
と
組
織
の
質
の
積

が
保
育
の
質
で
あ
る
こ
と
等
、
１
２
０
分
で
は
到

底
足
り
な
い
熱
を
持
っ
た
講
演
内
容
に
、「
つ
づ

き
」
を
期
待
し
て
の
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
５
回
　
２
月
６
日（
木
）

　
玉
川
大
学
の
田
澤
里
喜
先
生
を
講
師
と
し
て
お

呼
び
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
最
終
回
。
ご
自
身

も
こ
ど
も
園
の
園
長
先
生
で
あ
る
立
場
か
ら
「
い

ま
ま
で
ど
う
だ
っ
た
？
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
？
」

を
標
題
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
ぜ
、
園

の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
根
源

は
全
て
「
子
ど
も
の
た
め
」
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
す
る
良
き
機
会
と
な
り
、
我
々
塾
生
に
大
き
な

任
務
と
希
望
を
残
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
以
上
、「
次
の
１
年
」
も
熱
く
充
実
し
た
研
修

会
と
な
る
よ
う
約
束
い
た
し
ま
し
て
、
リ
ー
ダ
ー

育
成
塾
初
年
度
の
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
令
和
７
年
度
も
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
！

（
文
責
　
研
究
研
修
部
　
深
澤
　
亮
）

　
本
年
度
よ
り
新
規
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

本
講
座
は
、
神
奈
川
県
全
体
の
研
修
体
制
を
以
下

の
よ
う
に
住
み
分
け
る
方
針
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

●
地
区
協
会
の
研
修

　
勤
務
園
の
近
隣
で
受
講
可
能
な
対
面
研
修
を
推

奨●
県
連
主
催
の
研
修

　
充
実
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
設
備
を
活
か
し
、
ど
こ
か

ら
で
も
受
講
し
や
す
い
オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
を
推
進

　
今
年
度
は
、
下
表
の
通
り
想
定
を
超
え
る
多
く

の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
の
注
意
点

　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
を
活
用
す
る
際
に
は
、
次

の
ポ
イ
ン
ト
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１
　
修
了
条
件

　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
で
は
、
選
択
問
題
が
５
問

出
題
さ
れ
、
４
問
以
上
正
解
し
た
場
合
に
修
了
が

認
め
ら
れ
ま
す
。
視
聴
の
み
で
は
修
了
扱
い
と
は

な
ら
ず
、
研
修
ス
タ
ン
プ
も
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

２
　
修
了
や
不
合
格
の
通
知
に
つ
い
て

　
修
了
ま
た
は
不
合
格
の
結
果
は
、
メ
ー
ル
で
通

知
さ
れ
ま
す
（「
ゆ
た
か
な
ま
ナ
ビ
」
の
教
職
員

ロ
グ
イ
ン
で
も
確
認
可
能
で
す
）。
事
前
に
、
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
正
し
く
登
録
さ
れ
て
い
る
か
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

３
　
回
答
期
限

　
今
年
度
公
開
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
２
０
２
５
年

３
月
31
日
ま
で
に
修
了
し
な
い
場
合
、
申
し
込
み

が
無
効
と
な
り
ま
す
。

４
　
不
合
格
の
扱
い

　
不
合
格
が
２
回
続
く
と
再
回
答
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
研
修
を
再
度
申
し
込
む
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
回
答
前
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
十

分
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

５
　
受
講
料
に
つ
い
て

　
講
師
と
の
契
約
の
関
係
上
、
加
盟
園
の
教
職
員

は
公
開
初
年
度
の
み
無
料
で
受
講
可
能
で
す
。
翌

年
度
以
降
は
有
料
と
な
り
ま
す
。
新
コ
ン
テ
ン
ツ

も
同
様
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
公
開

初
年
度
の
う
ち
に
受
講
・
修
了
さ
れ
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

　
こ
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
は
、
処
遇
改
善
等
加

算
Ⅱ
の
研
修
要
件
を
満
た
し
て
い
ま
す
。
研
修
時

間
が
要
件
に
不
足
し
て
い
る
場
合
な
ど
も
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
文
責
　
研
究
研
修
部
　
部
長
　
永
保
貴
章
）

オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
講
座
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
か
ら
の
新
事
業 

『
リ
ー
ダ
ー
育
成
塾
』
の
活
動
報
告

研

究

研

修

部

　

活

動

報

告

研

究

研

修

部

　

活

動

報

告

共
催
活
動

『音』を通して保育を考える～自分を知る～

　　・自分を知る

　　・楽器と向き合う

　　・音を創り出す

　　・幼保小の見通しを持つ

これからの時代に求められる幼児教育

～中心にすえる2つの目標～

初任者向け特別支援基礎講座

子育てと子どもの育ちにとって大切なこと『発

達障害の正しい理解』

子ども主体の保育と安全

重大事故・不適切な保育を防ぎ豊かな育ち

を担保するために

就学前施設におけるコンプライアンスと不

適切保育・虐待防止について

（家庭教育講座共通）

生まれてきてくれて　ありがとう、子ども

に伝えたいあなたのために

望　月　たけ美

常葉大学 教育学部 准教授

工　藤　勇　一

教育アドバイザー

大　野　伸　之
川崎市西部地域療育センター地域
支援課、子ども発達・相談センタ
ー担当課長、ソーシャルワーカー

猪　熊　弘　子
駒沢女子短期大学　教授

ジャーナリスト

堀　江　　　健
あいおいニッセイ同和損保保険株式会社　マ
ーケット開発部　市場開発室　就学前施設リ
スクマネジメント企画チーム

星　山　麻　木
明星大学　教育学部　教授、こど
も家族早期発達支援学会　会長

1.0

1.0

1.0

1.0

2.0

2.0

2.0

2.0

1.5

B1

E2

E5

F1

B6
（マネジメント分野）

D3

A3
（マネジメント分野）

E7
（マネジメント分野）

F2

199

194

196

195

247

143

219

212

218

97

82

82

80

120

59

116

109

88

テ　　　ー　　　マ 講師・職名
研修
時間

俯瞰図番号
1/20現在
申込者数

1/20現在
修了者数

令和6年度

オンデマンド研修講座 一覧

●申込み期間　　　　～2025年3月17日（月）まで

●視聴期間　　　　　～2025年3月31日（月）23:59まで

●レポート提出期間　～2025年4月10日（木）23:59まで
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令和6年度102条園研修会

　
令
和
７
年
１
月
30
日
、
１
０
２
条
園
研
修
会
「
私

立
学
校
検
査
　
基
本
の
キ
」
と
題
し
、
学
校
検
査

に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
、
前
半
は
私
学

振
興
課
検
査
分
析
グ
ル
ー
プ
の
方
を
講
師
に
迎
え
、

検
査
票
に
沿
っ
て
基
本
的
な
説
明
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
取
り
上
げ
ら
れ
た
内
容
と
し
ま
し
て

は
、
主
に
労
働
時
間
管
理
、
教
育
環
境
の
安
全
性
、

財
務
管
理
、
理
事
会
の
運
営
状
況
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
、
特
に
財
務
管
理
に
つ
い
て
は
、
園
の
運
営

に
お
い
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
も
の
の
、
日
常
業

務
の
中
で
深
く
意
識
す
る
機
会
が
少
な
い
分
野
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
研
修
で
は
、

予
算
編
成
シ
ス
テ
ム
の
整
備
状
況
や
有
価
証
券
管

理
の
適
正
性
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
て
い
た
だ

き
、
財
務
管
理
の
適
正
な
実
施
が
園
経
営
の
安
定

に
直
結
す
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
ま
た
、

職
員
の
勤
務
時
間
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か

等
の
労
働
時
間
管
理
、
健
康
管
理
票
の
整
備
や
防

災
訓
練
の
実
施
状
況
な
ど
を
含
め
た
教
育
環
境
安

全
性
、
理
事
会
の
運
営
規
程
の
見
直
し
と
改
善
に

つ
き
ま
し
て
も
多
く
の
時
間

を
割
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。
短
い
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
学
校
検
査
に

対
す
る
理
解
は
深
ま
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
研
修
の
後
半
で
は
、

名
瀬
幼
稚
園
の
園
長
で
あ

る
近
藤
康
弘
先
生
が
「
苦
い

思
い
出
の
学
校
検
査
体
験
か

ら
学
ん
だ
現
在
の
準
備
」
と

題
し
て
、
ご
自
身
の
経
験
に
基
づ
い
た
貴
重
な
お

話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
近
藤
先
生
の
温
か

い
お
人
柄
が
感
じ
ら
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
検
査
準
備
に
つ
い
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
話
の

中
で
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
細
分
化
し
て
フ

ァ
イ
リ
ン
グ
す
る
点
で
す
。
多
く
の
書
類
を
管
理

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
ど
う
し
て
も
ざ
っ
く

り
と
し
た
分
け
方
で
書
類
を
し
ま
い
が
ち
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ
こ
を
面
倒
が
ら
ず
細
か
く

整
理
し
管
理
す
る
こ
と
で
、
求
め
ら
れ
て
い
る
資

料
を
即
座
に
提
出
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
日
々
の
業
務
に
も
役
立
つ
と
い
う
も
の

で
し
た
。
検
査
の
準
備
で
は
リ
ス
ト
に

沿
っ
た
書
類
を
用
意
し
ま
す
が
、
自
身

の
経
験
か
ら
、
予
想
外
の
資
料
提
出
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
個
人

的
に
は
と
て
も
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
検
査
と
い
う
と
、
ど
こ
か
堅
苦
し
い

印
象
が
あ
り
単
な
る
義
務
と
捉
え
が
ち

で
す
が
、
園
運
営
の
質
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
良
い
機
会
と
な
り
ま
す
。
今
回

の
研
修
で
い
ろ
い
ろ
な
気
付
き
が

あ
り
、
そ
う
実
感
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
申
し
上
げ
る
な
ら
ば
、

検
査
に
よ
っ
て
園
運
営
が
改
善
さ

れ
た
事
例
を
共
有
で
き
る
よ
う
な

ツ
ー
ル
が
あ
れ
ば
、
各
園
が
よ
り

有
意
義
に
検
査
を
活
用
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
は
１
０
２
条
園
に

特
化
し
た
内
容
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
初
め
て
取
り
上
げ
ら

れ
た
題
材
で
も
あ
り
、
新
鮮
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
１
０
２
条
園
特
有
の
課

題
に
即
し
た
研
修
も
不
可
欠
で
す
。
研
修
を
通
し

て
情
報
を
共
有
す
る
、
新
た
な
視
点
を
得
る
、
そ

れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
そ
の
時
に
有
意

義
と
な
る
研
修
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
ま
す
。

（
文
責
　
１
０
２
条
園
委
員
会
　
　
　
　
　
　

　
委
員
長
　
内
田
和
代
）

「
私
立
学
校
検
査
の
基
本
」に
つ
い
て

「
私
立
学
校
検
査
の
基
本
」に
つ
い
て
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広
報
委
員
会

会
報
誌
が
で
き
る
ま
で

広
報
委
員
長
　
島 

田 

美 

緒

委員会紹介
神奈川県私立幼稚園連合会

　
日
頃
よ
り
会
報
誌
発
行
の
た
め
に
原
稿
提
供

及
び
協
賛
広
告
掲
載
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
年
３
回
発
行
の
会
報
誌
発
行
に
向
け
て
企
画

会
議
を
３
回
、
校
正
会
を
３
回
行
っ
て
い
ま
す
。

企
画
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
掲
載
内
容
を
確

認
し
な
が
ら
、
継
続
・
企
画
変
更
等
を
精
査
し

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
公
益
社
団
法

人
と
し
て
相
応
し
い
内
容
に
つ
い
て
も
考
慮
し

話
し
合
い
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。「
研
修
・
研
究

あ
っ
て
の
県
連
」
と
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
・
思

い
が
あ
っ
て
、
研
究
研
修
部
の
皆
様
に
は
多
く

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
研
修
・
研

究
活
動
を
通
し
て
各
園
の
教
育
保
育
に
活
か
さ

れ
、
加
盟
園
に
属
す
る
子
ど
も
た
ち
・
ご
家
庭

へ
の
益
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
今
後
も
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
校
正
会
に
お
い
て
は
誤
字
脱
字
の
確
認
の
み

な
ら
ず
、
筆
者
の
意
図
す
る
こ
と
を
理
解
し
尊

重
し
つ
つ
、
読
者
の
皆
様
の
豊
か
な
理
解
へ
と

繋
が
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
願
っ
て

校
正
作
業
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
昨
今
の
郵
送
料
や
物
価
の
高
騰
を
考
え

ま
す
と
、
印
刷
物
を
郵
送
す
る
こ
と
は
ど
う
な

の
か
と
の
ご
意
見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
お

り
ま
す
。
委
員
会
で
は
、
現
段
階
は
紙
媒
体
と

し
て
お
手
元
へ
お
届
け
す
る
こ
と
が
有
用
だ
と

の
認
識
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。「
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
で
も
読
み
た
い
」
と
思
わ
れ
る
内
容
の
充

実
も
含
め
今
後
も
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
つ
つ
、

会
報
誌
発
行
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
・
充

実
の
た
め
努
め
て
参
り
ま
す
。

収
支
改
善
委
員
会

持
続
可
能
な
連
合
会
を
目
指
し
て

収
支
改
善
委
員
長
　
嶋 

﨑 

正 

浩

当連合会は組織改革を行い、令和６年度より

新しい運営体制でスタートしました。新体制

では４つの事業部（総務部・振興部・財務部・

研究研修部）のもとに６つの委員会が活動しております。

今回は『総務部　広報委員会』、『財務部　収支改善委員会』の２つの委員

会の活動をご紹介します。

　
こ
れ
ま
で
財
務
室
の
特
別
委
員
会
と
し
て
会

計
の
収
支
改
善
に
取
り
組
む
「
収
支
改
善
特
別

委
員
会
」
で
し
た
が
、
令
和
６
年
度
よ
り
恒
久

的
に
活
動
を
行
う
財
務
部
直
轄
の
委
員
会
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。
財
務
部
長
、
財
務
部
次
長
、

収
支
改
善
委
員
11
名
に
よ
り
運
営
い
た
し
ま

す
。
今
年
度
は
２
回
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
さ
て
、
急
激
な
園
児
減
少
に
伴
う
会
費
収
入

の
減
少
に
よ
り
、
連
合
会
の
収
支
は
悪
化
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
令
和

５
年
度
は
会
費
の
改
定
及
び
事
業
の
見
直
し
を

検
討
す
る
よ
う
に
提
言
を
し
、
令
和
６
年
度
総

会
に
お
い
て
園
割
会
費
の
改
定
を
決
議
い
た
だ

き
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
は
、
令
和
５
年
度
の

決
算
を
も
と
に
な
お
一
層
の
収
支
改
善
策
を
見

い
だ
せ
る
よ
う
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　
財
務
状
況
の
試
算
表
を
作
成
し
、
今
後
の
会

費
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
か
ね
て
か
ら
提
案

の
あ
る
「
教
職
員
割
会
費
」
を
含
め
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
単
な
る
数
字
の
改
善
だ
け
で
は
な
く
、
連
合

会
の
未
来
を
切
り
開
く
た
め
の
重
要
な
ス
テ
ッ

プ
で
す
。
会
員
一
人
一
人
が
持
つ
知
識
や
経
験

を
持
ち
寄
り
、
積
極
的
な
意
見
交
換
を
通
じ
て
、

効
果
的
な
実
施
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
皆
様
の
協
力
が
不

可
欠
で
す
。
率
直
な
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
共
有

す
る
こ
と
が
、
成
功
へ

の
鍵
と
な
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
財
務
部
長
と

互
い
に
協
力
し
、
よ
り

持
続
可
能
で
魅
力
的
な

連
合
会
の
健
全
な
発
展

に
寄
与
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

常任理事会

研
究
研
修
部

私
学
助
成
園
委
員
会

認
定
こ
ど
も
園
委
員
会

施
設
型
給
付
園
委
員
会

１
０
２
条
園
委
員
会

財
務
部

振
興
部

理　事　会

総　　　会
顧問

会　　長

副 会 長

常務理事

理　　事

顧問

監　事

事務局

協会長会

収
支
改
善
委
員
会

総
務
部

広
報
委
員
会

事業実施機関

神奈川県私立幼稚園連合会　組織図
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加盟園の皆様からのご紹介をお待ちしています。

ぜひ県連事務局へご連絡下さい。

賛助会員を広く募集します

新規賛助会員NEW
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相談の申し込み

教育相談員

鈴 木 敦 子 先生
（臨床発達心理士）

教育相談 相談の申し込み

１月
２月
３月
４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月
計

2
5
1
2
2
0
0
1
2
12
3
1
31

0
0
0
0
0
1
1
0
2
7
2
1
14

0
0
0
0
0
3
0
0
3
0
0
0
6

2

5

1

2

2

4

1

1

7

19

5

2

51

電話 面談 出張 計

令和6年　教育相談件数

かくれんぼができない！
皆さまの幼稚園にかくれんぼができない子はいますか。頭隠し

て尻隠さずで隠れるのが難しい子はいるかもしれません。でもこ

の子は鬼で探す役目です。そして途方に暮れて担任に助けを求め

ます。「誰から探せばいいの？」そ

こで担任の先生は「じゃあＡ子ち

ゃんから探したら」とアドバイス

します。するとＢ子ちゃんが目に

入ってもスルーしてしまいました。

さてこの子は何につまずいている

のでしょうか。おそらく「複数情

報の処理」と「想像力の問題」が

あると思われます。クラスメイト

の誰を探せばいいのかわからない（全

員探すのですが）、かくれんぼの仕

組みを思い描くことができない。

この点が弱いのでしょう。「不思議

ちゃん」ではなく困っているのです。

〒220-0012

横浜市西区みなとみらい4丁目4番2号

横浜ブルーアベニュー２階

TEL.045-671-9654

法律相談 R&G横浜法律事務所

学校法人のガバナンス
　前回に引き続き重要な私学法の改正についてですが、令和５年

５月８日に改正法が公布され、関連政省令とともに令和７年４月

１日からいよいよ施行されます。日本の公教育を担う私立学校が

社会の信頼を得て一層発展していくためには、社会の要請に応え

る実効性のあるガバナンス改革の推進が不可欠であることは言う

までもありませんが、ガバナンスは組織体の自治の問題ですので、

具体的にどのような制度設計を行うかは

一律ではありません。私学法は株式会社

のガバナンスを参考にしている部分が多

いのですが、私立学校にはそれぞれに建

学の精神や理念等があるはずですので、

それに合わせたベスト・プラクティスを

模索していくことが中長期的には重要に

なってくると考えます。

15

10

7

3

6

41

労 務

経 営

保護者

事 故

その他

合 計

相 

談 

内 

容

令和6年 法律相談件数

県連窓口担当

西 村 将 樹 弁護士

「
待
機
児
童
解
消
」か
ら「
保
育
の
質
向
上
」へ

公益社団法人

神奈川県私立幼稚園連合会

会　長

　
令
和
６
年
度
に
掲
げ
て
い
た
規
程
の
改
定
や
組
織
の
再

構
築
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
会
議
や
委
員
会
の
運
営
も
徐
々
に
進
み
始
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
よ
う
ち
え
ん
会
館
も
取
得
後
15
年
を
超
え
、

積
立
て
て
き
た
資
金
を
基
に
設
備
更
新
工
事
も
令
和
６
年

度
末
ま
で
に
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　
令
和
７
年
度
は
第
39
回
全
日
私
幼
連
関
東
地
区
代
表
者

協
議
会
が
横
須
賀
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
協
議
会
は

年
に
一
度
各
県
の
行
政
官
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
各
県

の
私
立
幼
稚
園
に
対
す
る
様
々
な
補
助
制
度
・
施
策
に
つ

い
て
情
報
交
換
を
す
る
会
議
で
す
。
以
前
は
私
学
助
成
園

向
け
の
経
常
費
補
助
金
の
話
が
中
心
で
し
た
が
、
現
在
は

認
定
こ
ど
も
園
や
施
設
型
給
付
の
幼
稚
園
に
移
行
す
る
園

が
増
え
て
い
て
、
私
学
助
成
園
が
ほ
と
ん
ど
な
い
県
も
あ

り
、
各
県
の
私
学
担
当
部
門
の
行
政
官
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
意
義
を
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
神
奈
川
県
は
新
制
度
へ
の
移
行
園
は
増
え
て
い
て
も
、

県
内
の
４
割
の
園
が
私
学
助
成
園
で
す
の
で
、
経
常
費
補

助
金
の
さ
ら
な
る
充
実
は
今
後
も
引
き
続
き
訴
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
協
議
会
は
県
連
加
盟
園
の
皆
様
に
ご

参
加
い
た
だ
く
会
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
学
助
成
制

度
と
新
制
度
の
充
実
は
共
に
大
切
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
県

連
が
取
組
む
事
業
に
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
全
国
の
自
治
体
・
園
で
試
行
的
に
実
施
し
て
き
た
「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
の
本
格

実
施
に
向
け
て
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

預
か
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、
保
護
者
と
と
も
に

「
こ
ど
も
の
育
ち
」
を
支
え
て
い
く
た
め
の
通
園
制
度
で

あ
り
、
幼
稚
園
が
地
域
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
子
ど
も
達
の

「
育
ち
の
拠
点
」
と
な
る
制
度
だ
と
言
え
ま
す
。
子
ど
も

に
と
っ
て
は
、
集
団
生
活
体
験
や
、
多
く
の
刺
激
や
友
だ

ち
に
接
す
る
機
会
で

あ
り
、
先
生
と
の
ふ
れ
あ

い
を
通
し
て
新
た
な
居
場
所
の
保
障
に
つ
な
が
り
ま
す
。

保
護
者
に
と
っ
て
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
休
憩
を
通
し
て
育

児
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
で
き
、
ま
た
専
門
職
へ
の
育
児
相
談

も
で
き
る
場
で
も
あ
り
、
親
同
士
の
つ
な
が
り
を
築
く
こ

と
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
保
育
者
に
と
っ
て
は
さ
ら

な
る
業
務
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
少
子
化
に
よ
る

園
児
減
少
の
現
実
を
鑑
み
る
と
、
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も

園
の
豊
か
な
環
境
を
活
用
し
、
地
域
の
子
育
て
の
「
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
し
て
大
き
な
存
在
感
を
発
揮
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
園
児
減
少
に
よ
る
県
連
の
収
支
状
況

の
悪
化
に
よ
り
会
費
の
増
額
を
お
願
い
し
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
公
益
法
人
化

し
て
初
の
大
規
模
な
組
織
改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
む
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。
令

和
７
年
４
月
１
日
か
ら
改
正
公
益
法
人
法
が
施
行
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
収
支
均
衡
が
５
年
間
と
な
り
、

収
益
事
業
や
公
益
目
的
事
業
に
関
す
る
行
政
手
続
き

が
簡
素
化
さ
れ
て
、
長
期
的
な
計
画
に
基
づ
く
事
業

展
開
や
社
会
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
事
業
変
更
・
新
規
事

業
の
開
始
な
ど
柔
軟
な
経
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
が
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
の
た
め
、
外
部
理
事
・

外
部
監
事
の
登
用
や
透
明
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
令
和
８
年
度
は
役
員
改
選
の
年
と
な
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
１
年
間
で
組
織
改
革
・
事
業

見
直
し
の
効
果
も
検
証
し
つ
つ
、
改
正
公
益
法
人
法

に
対
応
し
た
役
員
改
選
作
業
の
準
備
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
園
児
減
少
の
速
度
は
一
向
に
衰
え
ず
、
さ
ら
に

深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
の
神
奈
川

県
内
の
園
児
数
は
、
逗
葉
を
除
く
全
て
の
地
区
協
会
で
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
か
ら
の
予
想
は
約
７

万
１
千
人
で
令
和
４
年
度
か
ら
の
過
去
３
年
間
で
毎
年
約

５
千
～
６
千
人
ず
つ
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
家
庭
庁
が
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
れ
ま
で
の
「
待
機

児
童
解
消
」
か
ら
「
保
育
の
質
向
上
」
に
国
は
政
策
転

換
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
様
々
な
教
育
・
保
育
分

野
で
「
無
償
化
」
が
叫
ば
れ
、
選
挙
の
争
点
に
な
り
、
自

治
体
間
競
争
の
様
相
を
呈
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
無
償
化

メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
方
が
い
る
一
方
で
、
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
に
伴
う
１
号
認
定
保
育
料
の
公
定
価
格

２
５
、７
０
０
円
（
10
年
以
上
前
の
経
営
実
態
調
査
を
基

に
算
出
さ
れ
た
数
字
）
は
、
永
ら
く
変
更
さ
れ
ず
据
え
置

き
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
類
型
に
よ
っ
て
、
処

遇
改
善
加
算
が
届
く
園
、
届
か
な
い
園
が
あ
る
中
で
、
人

件
費
上
昇
・
物
価
高
騰
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
も
園
児

一
人
当
た
り
の
公
定
価
格
の
ア
ッ
プ
は
、
す
べ
て
の
園
に

と
っ
て
必
要
な
最
重
点
課
題
と
し
て
今
後
も
引
き
続
き
議

会
・
行
政
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。
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令和6年度102条園研修会

「私立学校検査の基本」について

委員会紹介
広報委員会／収支改善委員会

令和6年度 教育経営研修会

令和７年度 私学振興予算（案）の概要について

研究研修部　活動報告
●令和6年度からの新事業『リーダー育成塾』の活動報告

●オンデマンド研修講座について

●共催活動　多文化対応力向上研修

　　　　　　学校安全実践力向上“出前”講座




